
○ 築150年の伝統的古民家を拠点に、農産物の抹茶をはじめとした日本文化体験などの滞在型観光の構築。

○ ラクビーワールドカップ2019の開催を契機に海外への情報発信を進め、インバウンド需要の取り込みを図る。

○ 新たな体験コンテンツの開発により、長期宿泊の魅力を創出するとともに、宿泊及び農業体験の参加者数、売

上の向上を図る。

とよたグリーンツーリズム推進協議会 〔愛知県豊田市〕
と よた し

【実施体制】

【採 択 年 度】
平成29年度
農泊推進事業
人材活用事業
施設整備事業

【事業実施期間】
平成29～30年度

【取組効果】

【特徴的な取組】

○ 築150年の伝統的古民家の魅力を生かした農泊拠点（宿泊
施設、農家レストラン等）

○ 抹茶生産農家と連携した日本文化体験コンテンツの構築
○ 世界的著名シェフの招聘（メニュー開発、アドバイス等）
○ 海外向けプロモーション、メディア等への広報活動

抹茶挽き体験

茶摘み体験

豊田市下佐切地区

○ 築150年の古民家の魅力を生かした改修整備
○ 地域外から農泊人材（研修生）の雇用を創出
○ 地元農産物を活用した飲食及び農業体験の提供
○ 中国ドキュメンタリー番組や台湾人YouTuberの取材等を通じ
た国外へのPR活動

○ 地域素材を生かした体験メニューの構築

古民家屋根裏の再生
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囲炉裏ランチ

五平餅作り体験

農泊拠点の古民家


